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研究成果の概要（和文）： 
地域別に重要なネットワークを抽出し，発展途上国の都市貧困層のコミュニティ形成の

国際比較分析を行い，東アジアでは，近年の社会変動の中で構成単位である家族における
ジェンダー関係の相違が決定的役割を持つのに対して，コロンビアでは，市政府，市議会
議員とコミュニティ住民の間のネットワーク・コーディネーションがコミュニティ資源を
深化させ，フィリピンでは二者間関係の連鎖が広域コミュニティの形成を促進していると
いう発見を得た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 We analyze international comparison by extracting the region-specific crucial social 
networks. Our findings are as follows: While the changes in gender relationships in the 
family play important roles for developing community-based resources (CBRs) during 
social development process in East Asia, the network coordination among city 
government, city politicians and local people in the community deepens CBRs in 
Colombia. The chains of bilateral dyadic social networks, however, can promote the 
development of a wide community union in the Philippines. 
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１．研究開始当初の背景 
 発展途上国の都市貧困層に固有なコミュ
ニティの形成過程と社会経済発展過程にお
ける変容を理解する上で，開発経済学が前提
と す る 共 有 資 源 (Common Property 
Resource)を鍵概念とするコミュニティ（Ｃ

ＰＲコミュニティ）の議論は，十分な分析枠
組みを提供するに足るものであったとは言
い難い。これまで指摘されることは少なかっ
たが，発展途上国の都市貧困層にあっても三
世代を超えて定住する家族が増加し，居住地
区が進化し，コミュニティが出現する状況が
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しばしば観察される。コミュニティの存在を
個人合理性の観点のみから説明し，専ら共有
資源の管理や希少資源の分配に着目した力
学的分析を展開してきた既往の開発経済学
の枠組みに従えば，このようなコミュニティ
の出現の理由は，住民間の共同利害の発現に
他ならない。しかし，コミュニティの出現を
共同利害のみに集約させる考え方は，土地生
産性が重要な意味をもつ農村では妥当であ
るようにみえるが，土地生産性が意味をもた
ない都市では説得的ではない。立ち退きを長
期にわたって勧告され，また周囲からは社会
的排除を受けてまで，なぜ都市貧困層は物的
環境も劣悪な非生産的土地に固執し居住し
続けるのかについて，これまでの議論は説得
的な答えを用意できなかった。たしかにＣＰ
Ｒコミュニティの考え方は，いったん出現し
たコミュニティの静態的特徴を分析する際
には大きな力を発揮してきたが，コミュニテ
ィが出現し発展していく過程を動学的に説
明するには適さないのである。 
 以上の背景から，本研究では，経済動機が
コミュニティの形成をもたらす面を強調す
る既往の開発経済学の分析とは異なり，個々
の住民の保有するネットワークに着目し，そ
の生成・拡大の過程を動態的に把握すること
によって，ネットワークの集合体としてのコ
ミュニティの成長論理を提示することを目
指そうとした。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，様々な初期条件の下にあ

る発展途上国における都市貧困層の居住区
（locality）が有機的なコミュニティに成長す
る論理を提示することである。すなわち，日
本，中国，台湾，韓国，北朝鮮の東アジア諸
国に加え，フィリピン，コロンビアの都市貧
困層を対象として，同時に，ウズベキスタン，
ベトナムを比較対象の射程に入れつつ，長期
の参与観察と質問票調査によって収集した
データを用い，状況に応じて社会ネットワー
ク分析（social network analysis）の手法を
駆使して，地域固有のコミュニティの出現と
展開という動態を理解するに足る新しい枠
組みを構築することである。それは，従来の
開発経済学では十分に解明することのでき
なかった，発展途上国の都市貧困層が形成す
るコミュニティの実体的理解への到達を意
図している。 
 
３．研究の方法 
対象となる発展途上国における都市貧困

層を対象として，まず，どのような社会ネッ
トワークが，貧困層のコミュニティ形成にあ
って決定的かを掌握する。その上で，長期の
参与観察と質問票調査によって収集したデ
ータを用い，必要に応じて，社会ネットワー

ク分析（social network analysis）の手法
を駆使して，地域固有のコミュニティの出現
と展開という動態を理解するに足る新しい
枠組みを構築する。このような分析方法のプ
ロセスをたどるのは，社会学の手法を発展さ
せ，従来の開発経済学では十分に解明するこ
とのできなかった，発展途上国の都市貧困層
が形成するコミュニティの実体的理解への
到達を意図しているためである。 
 
４．研究成果 
以上のような研究方法を実際の国際比較

に適用するとき，我々は，地域固有の特性に
鑑み，地域別に重要なネットワークを抽出し，
発展途上国の都市貧困層のコミュニティ形
成の国際比較によって，東アジア（中国，台
湾，韓国，北朝鮮）においては家族とジェン
ダーを，ラテンアメリカ（コロンビア）にお
いては地域住民と外部主体のネットワーク
関係を，そして，東南アジア（フィリピン）
においては，地域内および地域外の貧困層間
社会ネットワークが決定的に重要な役割を
有していると考え，それぞれの調査研究を実
施した。 
(1)東アジアにおけるコミュニティ形成 
 東アジアにおける都市貧困層のコミュニ
ティの形成過程ジェンダーを取り巻くコミ
ュニティの背景についての我々の仮説は，次
のようにまとめられる。 
まず，主婦の誕生から消滅までの図式を描

いた上で，北東アジアの資本主義社会を比較
すると，台湾がもっとも主婦の消滅に向かい
やすいケース，韓国が向かいにくいケース，
日本は韓国と同じか，韓国より少しは主婦の
消滅に向かいやすい程度か，と考えられる点
である。これは主に学歴別の女子労働力率を
見たときに学歴の上昇に伴って，どの程度女
性の就業率が上がるかによって，主婦のその
社会における相対的な地位が明らかにでき
るという発想に基づいている。またこの中で
台湾と日本の比較を通じて，Ｍ字型雇用ライ
ンという日本社会の女性の就労慣行が，いか
に「特殊」なものかを照射した。 
 次は社会主義の間の相違で，中国の方が性
の平等について，どちらかといえばより積極
的な社会で，北朝鮮は，金日成の独裁体制確
立以降，朝鮮半島の伝統規範の影響が強くに
じみ出ているという点であった。 
 今回の研究では，2000 年代を含め，この仮
説を検証した。その結果，韓国が経済危機以
降急激な変化を遂げているものの，社会全体
のデータとしては，まだ比較的保守的な社会
であるといえ，台・日・韓の三社会のパター
ンに大きな変化があったとはいえないとい
うことが明らかになった。さらに，このよう
なジェンダー関係の相違が，これらの国々の
都市低所得層のコミュニティ形成の差に大



 

 

きな影響をもたらしたことを傍証すること
ができた。これらの研究の総括は，本年度を
めどに，英文書籍（仮題：Schiyama, Kaku, 
Gender and Female Labor in East Asia）と
して発行予定である。 
(2)コロンビアにおけるコミュニティ形成 
 本研究では，1990 年代の制度改革期以降の，
コロンビアの首都ボゴタにおける６つの貧
困地区の土地権利獲得過程におけるコミュ
ニティの変容について検討を行うことによ
って，貧困層のコミュニティ形成過程をあき
らかにした。すなわち，住民組織，市政府，
市議会議員の間のネットワークに着目し，コ
ミュニティにおける指導者、住民についての
標本調査と徹底的なインタビュー調査を行
い収集したデータの解析の結果，以下の論点
があきらかになった。 
 まず，いうまでもなく，居住地の正規化過
程において，各主体間のコーディネーション
の観点から，適切な市政府の介入が必要不可
欠な条件であったことである。住民の意思決
定を適切に誘導することは，コミュニティ資
源の醸成に重要な意味を有する。 
 しかし，それにもかかわらず，住民組織の
参加の役割は，土地所有正規化の以前，以後
を問わず重要であった。正規化過程において
は，とりわけ公共サービス費用の工面を巡っ
て住民組織は重要な役割を果たした。さらに，
その際，コミュニティ内における社会関係に
裏付けされた指導力がとりわけ重要な役割
を果たしたことが明らかになった。コミュニ
ティに裏付けされた住民組織の重要性は，公
共サービスが個人負担となった後も，失われ
ることはなかった。土地権利の正規化過程で
成長したコミュニティ資源は，公共料金値上
げに対する団体交渉活動などの局面で重要
な役割を果たし続けている。それは，住民ひ
とりひとりにとって，政治参加の機会を保証
するものであり，今後，いっそう進んでいく
はずの民主化において，重要性が増していく
ものと考えられる。 
 以上の研究は，スペイン語書籍（Hataya, 
Noriko, La Ilusion de la Participacion 
Comunitaria）として，2010 年にまとめ上げ
られ，研究成果の公表と同時に，コロンビア
への研究成果の還元をも果たした。 
(3)フィリピンにおけるコミュニティ形成 
フィリピンにおける貧困層のコミュニテ

ィ形成の分析から得られた最大の収穫は，同
一社会階層間の社会ネットワークが，二者間
関係の連鎖を通じて，広い地理的範囲に浸透
することが示されたことである。これは社会
ネットワークの帯（belts）というべきもの
であり，インタビュー調査によって，その階
層に属する全ての住民における文化や慣習
の同質性を確認することができた。 
しかし，この事実発見のより重要な含意は，

低所得層の薄く広いネットワークが新たな
政治グループとして台頭し得る可能性を示
しているということである。すなわち，フィ
リピンにおける富裕層と貧困層からなる二
階層社会の現実を鑑みるとき，この社会ネッ
トワークは，大衆運動の起源の一形態を示す
モデルと見なすことが可能であろう。それは，
フィリピンのみならず，東南アジアにおける
「新中間層」の成長に関する議論全体に大き
な意義を有している。 
この議論の学術的貢献としては，バリー・

ウェルマンの「コミュニティ解放論」，マー
ク・グラノヴェッターの「弱い紐帯論」，そ
して，ロナルド・バートの「社会的空隙論」
などを前提とした，従来のコミュニティ論を，
発展途上国の文脈の中で発展させ得る点に
あると我々は考える。東南アジア（フィリピ
ン）の総括についても，現在，今年度中の英
文書籍の出版を目指している。 
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